
中学生向け数学               中学校      学年 氏名 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｓ：新規性、Ｔ：特殊技、Ｈ：高水準、Ｄ：代表的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）★★★（７５点必須） 

②後：１４６ｇ０１１１０３カード  ２００１熊本県  難易度３ 

右の図のように、３つの箱Ａ，Ｂ、Ｃがあり、Ａの箱には１、－２の 

数字が１つずつ書かれた２枚のカードが、Ｂの箱には＋、－、ｘ、 ÷ 

の記号が１つずつ書かれた４枚の 

カードがＣの箱には、２，３の 

数字が１つずつ書かれた２枚の 

カードが入っている。Ａ，Ｂ， 

Ｃの順にそれぞれの箱から１枚 

ずつ取り出し、取り出した順に 

左から並べて式を作りその計算結果をｎとする。例えば、Ａの箱から１、 

Ｂの箱から＋、Ｃの箱から２のカードが取り出されたとすると、１＋２ 

となり、ｎは３となる。このとき、次の問に答えよ。ただし、それぞれの 

箱では、どのカードが取り出されることも、同様に確からしいものとする。 

１）★ｎが整数とならない場合は、何通りあるか。 

２）★ｎが正の数となる確率を求めよ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

ポイント＝（鉄則）＝すべての場合を列挙するのが正解への早道です。 

確率の問題はかもです。必ず正解するように 

１）すべての場合を列挙すると右図になる。 

ｎが整数にならないのは３通り。 

２）正の数となるのは７通り 

確率は
7

16
 1→＋→２＝３           －２＋→２＝０

　　 →３＝４　　　　　　　　 →３＝１
　 －→２＝－１　　　　　　 －→２＝－４　
     →３＝－２　　　　　　   →３＝－５　
   ×→２＝２　　　　　　　 ×→２＝－４
　　 →３＝３　　　　　　　　 →３＝－６
　 ÷→２＝　　　　　　　　 ÷→２＝－１

   ÷→３＝               　 ÷→３＝
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